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杉チップを活用した自己完結型・バイオトイレS型 

 サイズ W3,030×D2,020×H2,850 

 処理能力 160回/日 （最大230回/日） 

 便器数 洋式便器×１ 

 必要電力 単相100V 

概要 デモ機 価格 災害時 



バイオトイレS型 

 手洗いの状況 

 ウォシュレット 

 音漏れの状況 

→水道管を接続して手洗い場を別途設置 

→水道管を接続すれば使用可能 

→ドアの気密性が高く、トイレ内部での使用による外部音漏れは無い 

（富士山頂や公園内設置などにおいても問題事例はありません） 

概要 デモ機 価格 災害時 

設置場所：三島梅花藻の里（静岡県三島市） 



維持管理費・保守点検 

 水の循環や汚物の攪拌のための電気代6,000～8,000円/月程度 

 補充用の杉チップの減量分10,000円/年程度（杉チップは20年以上使用しても問題ありません） 

 合計 82,000～106,000円/年の維持管理費用 

 定期点検費用として、 150,000円/（年2回）程度 （修理が必要な場合の費用は含まず） 

概要 デモ機 価格 災害時 



バイオトイレの特長 

  

循環式バイオトイレのイメージ 

杉チップによる処理槽 

【バイオトイレの特長】 
 水洗の水を循環利用（給水・排水不要） 
 オガクズの交換不要（杉チップ） 
 臭いが出ない（大腸菌もほどんど無い） 

 

【バイオトイレの維持管理】 
 水の循環と汚物の攪拌のための電気 

（150～200W：月6000円程度） 
 冬季の気温が5℃以下の場合にはヒーター稼働：電気代 
 杉チップ補充 標準で年間10～15% 
 トイレットペーパーは使用可能だが、ティッシュはNG 

 残渣の除去を数年に一度行う必要 
 定期点検 

概要 デモ機 価格 災害時 



処理ユニット 概要 デモ機 価格 災害時 



デモ機の仕様（バイオトイレS型） 
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災害用仮設トイレ 

 S型バイオトイレの処理能力は1日160回、最大230回 

 仮に、トイレ１基当たり20×5=100回とすると、トイレ2基分以上の処理能力 

「避難所におけるトイレの確保・管理ガイドライン」 平成28年4月 内閣府（防災担当） より抜粋 
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